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今後の展開

テーマ「京都府と共に創るいのちの未来」との関連

ポータブルⅹクラウド災害情報共有システムX-FACE

W07

大規模災害発生時、電話もインターネットも使えない通信が途絶した環境で、災害実動機関（消防、警察、自衛隊など）が
被災情報の収集・共有・報告を継続できる、災害情報共有システムX-FACEの研究開発を進めています。衛星通信を通して
現場で収集した情報をクラウド経由で遠隔地と共有し、避難者安否確認や関係機関との情報連携を支援します。

本研究(の一部)は、内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第３期「スマート防災ネットワー
クの構築」グランド番号【JPJ012289】（研究推進法人：国立研究開発法人防災科学技術研究所）の委託
を受けて、防災科学技術研究所、情報通信研究機構、芝浦工業大学、株式会社エーアイと共同で実
施しています。

連絡先：波動ネットワーク研究所
担当：坂野寿和 E-Mail: wnl-contact@atr.jp

 災害現場へ持ち込むバッテリー駆動エッジサーバーであるX-FACEポータブルを
開発しています。X-FACEポータブルは衛星通信でインターネットに接続するとX-
FACEクラウドと同期し、互いの情報を共有します。

 救助活動を行う人の手が塞がらないよう、音声によるハンズフリー入力に対応
し、活動中でも迅速な情報入力が可能です。入力情報からAIが重要キーワー
ドを自動的に抽出し、受信者が一目で状況把握できるように表示します。

 災害現場での連絡をスムーズに行うため、トランシーバー感覚で使えて通話ロ
グもテキストで残せる機能も統合し、災害実働機関向けのオールインワンシス
テムを開発しました。

 大規模災害発生現場において、効率的な人命救助を可能にする技術を開発し
ています。

 数km離れたX-FACE間をLPWA（LoRa）ネットワークで接続するメッシュネットワー
ク化など、さらなる機能拡張を進めています。実証実験を重ねて信頼性を高め
、社会実装につなげます。

応用研究

写真や図解など
緊急SOS
他隊員へ緊急SOSを一斉発信し危
険状況を知らせます

コール
利用者間の音声通話を提供します

メッセージ
利用者間の連絡手段を提供します

SNS/掲示板
テーマ毎に利用者同士の情報交換
の場、掲示板として利用します

被害報告（関連機関連携）
連携機能を経由して被害報告を行い
ます。また、アラートを受信して表
示します

無線チャット(インカム)
インカムによる通話を提供します


